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の
特
質
を
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
そ
の
農
業
・
農
民
問
題
へ
の
対
応
の
仕
方
を
分
析
の
手
が
か
り
と
し
て
検
討
を

ロ
シ
ア
近
代
史
に
お
け
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
充
分
と
は
言
え
な
い
。

試
み
ん
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民

（
大
畑
）

::11., 
P旦

y
ト
に
関
す
る
研
究
も
勿
論
そ
の
例
に
も
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
ソ
ヴ
ェ
ト
史
学
の
中
で
カ
デ
y
ト
を
「
反
革
命
的
、
自
由
主
義
的
・
君
主
主
義

の
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
の
政
党
」
と
す
る
規
定
が
、
研
究
の
発
展
を
阻
止
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ロ
シ
ア
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
関
す
る
検
討
は
カ
デ
y
ト
に
の
み
終
始
し
て
は
な
ら
な
い
。

オ
グ
チ
ャ
プ
リ
ス
ト
に
関
す
る
研
究
も
重
要
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
他
日
を
期
し
た
い
。
ま
た
本
稿
で
は
カ
デ
ッ
ト
に
関
し
て
さ
え
も
包
括
的
に
取
扱
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
さ
し
あ
た
り

ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
に
カ
デ
y

ト
が
如
何
な
る
農
業
政
策
を
打
出
し
た
か
、

動
、
と
く
に
農
民
運
動
と
カ
デ
y
ト
の
関
連
を
検
討
し
、
帝
国
主
義
時
代
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

そ
の
変
化
の
動
因
は
な
に
か
、

と
い
う
問
題
観
か
ら
大
衆
運

ー
の
特
質
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
い
。

ロ
シ
ア
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
の
歴
史
的
特
質
の
一
っ
と
し
て
そ
の
階
級
形
成
の
時
期
が
お
そ
く
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
と
比
較
し
て
は
勿

論
、
ド
イ
ツ
や
日
本
な
ど
後
進
資
本
主
義
諸
国
に
比
較
し
て
も
遅
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
事
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
階
級

形
成
の
き
わ
め
て
重
要
な
指
様
で
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
結
成
の
時
期
が
、

級
政
党
の
結
成
よ
り
も
後
に
な
っ
た
と
い
う
事
の
中
に
表
現
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
で
は
カ
デ
y
ト
党
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
「
血
の
日
曜
日
」
事

件
に
は
じ
ま
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
最
高
潮
期
た
る
一
九
O
五
年
一

O
月
の
第
一
回
（
創
立
）
大
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
モ
ス
グ
ヲ

で
行
な
わ
れ
た
こ
の
大
会
は
綱
領
と
規
約
を
採
択
し
た
も
の
の
、
綱
領
が
更
に
精
確
な
も
の
に
さ
れ
、
中
央
委
員
会
が
常
置
さ
れ
る
の
は
、

ロ
シ
ア
で
は
お
く
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階

九
O
六
年
一
月
の
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
お
け
る
第
二
回
党
大
会
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
カ
デ
y
ト
党
は
よ
う
や

く
確
立
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
政
党
結
成
は
、

一
八
九
八
年
三
月
の
ミ
シ
ス
グ

に
お
け
る
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
第
一
回
大
会
に
ま
で
遡
る
の
は
無
理
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
一
九
O
三
年
七
月
よ
り
八
月
に
か
け
て
の

プ
リ
ュ

y

セ
ル
、

ロ
ン
ド
ン
で
の
社
会
民
主
労
働
党
第
二
回
大
会
に
お
い
て
は
み
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

I
の
階

級
政
党
結
成
の
時
期
に
お
け
る
特
質
は
、
勿
論
プ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
と
し
て
の
カ
デ
y
ト
の
体
質
に
、
更
に
は
ロ
シ
ア
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
歴

史
的
特
質
と
深
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
特
に
注
目
す
る
農
業
・
農
民
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
カ
デ
ッ
ト
党
結
成
に
い
た
る
歴
史



的
状
況
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。

ロ
シ
ア
に
お
け
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
の
階
級
形
成
が
急
速
に
進
ん
だ
二
十
世
紀
初
頭
は
、
世
界
経
済
恐
慌
の
影
響
下
に
、
一
八
九
二
年
に
蔵

相
就
任
以
来
急
激
な
工
業
佑
政
策
を
お
し
す
す
め
て
い
た
ず
イ
ヅ
テ
の

4
3出

5
＝
3
5
回
目
足
。
∞
怠
l
E
H日
）
の
一
連
の
経
済
政
策
が

決
定
的
に
破
粧
を
示
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
経
済
体
制
の
崩
壊
と
そ
の
矛
盾
の
顕
在
化
は
、
例
え
ば
一
九
O
二
年
の
ポ
ル
グ
ヮ
、
ハ

り
コ
フ
、
更
に
サ
ラ
ト
フ
の
諸
県
に
み
ら
れ
た
革
命
的
な
農
民
運
動
の
展
開
に
、
ま
た
一
九
O
三
年
を
一
つ
の
ピ

l
グ
と
す
る
労
働
運
動
の
激

化
に
み
ら
れ
た
。
一
九
O
四
年
に
お
け
る
日
露
戦
争
の
開
始
も
勿
論
こ
の
よ
う
な
圏
内
的
矛
盾
と
深
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
時

期
に
ゼ
ム
ス
ト
グ
ォ
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
自
由
主
義
運
動
も
然
り
で
あ
る
。

－
九
世
紀
六

0
1七
0
年
代
の
一
連
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
革
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
そ
の
手
中
に
増
大
す
る
経
済
力
を

集
中
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、

－
九
O
五
年
に
い
た
る
迄
政
治
的
に
は
全
く
無
力
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
革
の
－
環
と

－
八
六
四
年
の
ゼ
ム
ス
ト
グ
ォ
条
例
は
、
専
制
に
対
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
対
派
の
拠
点
と
し
て
の
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
を
つ
く
り
だ
し
、
以

今
後
こ
れ
が
ロ
シ
ア
に
お
け
る
自
由
主
義
勢
力
の
中
心
と
な
っ
た
。

一
八
九

0
年
代
中
葉
に
は
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
を
全
国
的
に
組
織
化
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
そ
ス
グ
ワ
に
起
っ
た
。
一
八
九
六
年
八
月
八
日
か
ら

十
一
日
迄
－
一
ジ
ュ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
お
い
て
全
ロ
シ
ア
博
覧
会
を
機
に
県
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
代
表
者
一
九
人
が
集
会
し
、
す
べ
て
の
県
の
ゼ
ム
ス

し
て
、

ト
グ
ォ
代
表
者
の
大
会
を
定
期
的
に
聞
く
こ
と
、

る
ビ
ュ

l
ロ
ー
を
創
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
更
に
二
十
世
紀
初
頭
モ
ス
ク
ワ
に
は
、
そ
の
後
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
対
派
運
動
の
確
立
に
と
り
顕
著

な
役
割
を
演
じ
た
秘
密
サ

1
グ
ル
「
談
話
会
」
A
回

2
2る
が
組
織
さ
れ
た
。

ま
た
シ

l
ポ
フ

h
・
戸
自
国
ロ
O
国
（
民
自
l
E
N
C）
を
長
と
す
る
五
人
の
メ
シ
パ
ー
か
ら
な

こ
れ
に
は
全
ロ
シ
ア
か
ら
主
要
な
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
活
動
家
が
集

会
し
、
年
間
ニ

t
三
回
会
合
が
も
た
れ
た
が
、
こ
の
サ

l
グ
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
五

O
人
に
達
し
て
い
た
。

こ
の
「
談
話
会
」
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
グ
に
よ
っ
て
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
活
動
家
の
大
会
が
、
一
九

O
二
年
五
月
に
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
時
あ
た
か
も
こ
の
年
一
月
に
グ
ィ
y

テ
を
議
長
に
農
村
産
業
窮
之
特
別
審
議
会
が
発
足
し
て
い
た
が
、
こ
の
大
会
は
農
村
の
窮
之
の
原
因
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お
よ
び
状
態
の
解
明
に
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
才
機
関
が
は
ず
さ
れ
る
の
は
全
く
不
当
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
審
議
会
に
は
県
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
よ
り
選

出
さ
れ
た
者
が
招
待
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
希
望
を
表
明
し
た
。
ま
た
大
会
は
、
農
民
の
他
身
分
と
の
人
格
的
平
等
、
農
民
を
行
政
的
後
見

か
ら
解
放
す
る
こ
と
等
七
項
目
に
関
し
て
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
活
動
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
努
力
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。
こ
こ
に
農
民
問
題
が

真
正
面
か
ら
り
ベ
ラ
ル
の
運
動
の
中
で
と
り
上
げ
ら
れ
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ベ
ラ
ル
遥
は
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら

農
業
・
農
民
問
題
と
取
組
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
O
二
年
六
月
一
八
日
、

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
ス
ト
ル

l
ヴ
ェ

ロ
2MM
回
唱
問
者
h
o回
国
4

の
4
3叩
（
同
∞
苫

l
H
E品
）
を
主
幹
と
す

る
自
由
主
義
機
関
誌
「
解
放
」

AOngri同

5
V
の
第
一
号
が
出
さ
れ
た
。

「
解
放
」
に
は
す
で
に
「
専
制
と
の
平
和
的
な
闘
争
の
戦
術
」

「
改
革
に
よ
っ
て
革
命
を
予
防
す
ベ
し
」
と
の
当
局
へ
の
呼
び
か
け
が
印
刷
さ
れ
、

は
や
く
も
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
才
を
基
盤
と
す
る
ロ
シ
ア
・
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
の
基
本
的
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
観
点
は
農
民
問
題
に
関
し
て
も
、
特
に
農
民
運
動
へ
の
対
応
に
お
い
て
明
確
に
示
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
リ
ベ
ラ
ル
の
主
要
関
心
は
農
民
運
動
を
そ
の
思
想
的
影
響
下
に
置
き
、
そ
れ
を
リ
ベ
ラ
ル
に
従
属
せ
し
め
て
、
農
民

運
動
の
平
和
的
展
開
の
コ

l
ス
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九

O
三
年
は
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
を
基
盤
と
す
る
ロ
シ
ア
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
運
動
が
組
織
化
し
た
年
で
あ
る
o

つ
ま
り
六
月
に
は
ス
イ
ス
の

シ
ャ
フ
ハ
ク
ゼ
シ
に
お
い
て
機
関
誌
「
解
放
」
を
つ
く
り
、
補
助
金
を
だ
し
て
い
る
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
シ
パ

l
一
七
名
の
協
議

会
が
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
翌
年
一
月
の
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
で
の
設
立
大
会
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
解
放
同
盟
」
合

o
g
o
n
g
G
O
E
2
5
v

の
事
実
上
の
発
足
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
並
ん
で
一
一
月
に
モ
ス
グ
ワ
で
は
「
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
・
立
憲
派
」
〈

ω
2ロ
3
・5
5叶
国
守
口

5
5〉
国
？

叶
O
回
V

グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
た
事
も
重
要
で
あ
る
。

た。

こ
の
新
組
織
は
と
り
わ
け
そ
の
課
題
を
憲
法
下
賜
に
か
ん
す
る
請
願
準
備
に
置
い
て
い

一
九
O
四
年
一
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
ベ
テ
ル
プ
ル
グ
で
「
解
放
同
盟
」
の
設
立
大
会
が
非
合
法
に
開
催
さ
れ
、
二
十
二
都
市
か
ら
五

十
人
の
代
議
員
が
出
席
し
た
。
大
会
で
は
同
盟
の
最
高
機
関
で
あ
る
評
議
会
が
選
出
さ
れ
た
が
、

」
れ
は
農
民
改
革
の
記
念
日
た
る
二
月
一
九



日
を
も
っ
て
、
祝
宴
を
全
ロ
シ
ア
で
行
な
う
こ
と
か
ら
そ
の
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

こ
の
大
会
の
め
ざ
す
も
の
は
立
憲
制

の
導
入
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
世
紀
六
0
1七
0
年
代
の
一
連
の
改
革
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
毘
標
と
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
ゼ
ム
ス
ト
グ
ォ
を
基
盤
と
す
る
自
由
主
義
運
動
の
成
長
の
中
で
、

一
九

O
四
年
頭
初
に
お
け
る
日
露
戦
争
の
開
始
、

七
月
に
お

け
る
内
相
プ
レ

1
グ
ェ
の
暗
殺
に
よ
る
ツ
ァ
リ

l
ズ
ム
の
強
圧
路
線
の
行
き
詰
り
、
新
内
相
ス
ヴ
ャ
ト
ポ
ル
グ
・
ミ
ル
ス
キ
l

ロZ
H
u
h自民・

包囲

2
の回

2
8
0詰
・
冨
国
司
自
国
酔
（
昌
司

l
H
C
E）
の
登
場
に
よ
る
そ
の
宥
和
政
策
の
も
と
で
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
活
発
化
、
と
事
態
は
急
速

に
進
展
し
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
運
動
の
中
で
の
農
業
・
股
民
問
題
の
み
に
注
目
し
よ
う
。

ま
ず
一
九
O
五
年
三
月
に
モ
ス
グ
ワ
で
聞
か
れ
た
「
解
放
同
盟
」
第
三
回
大
会
で
採
択
さ
れ
た
綱
領
の
中
に
農
業
問
題
が
次
の
よ
う
に
定
式

化
さ
れ
た
事
は
重
要
で
あ
る
。

「
官
有
地
、
皇
族
領
地
、

御
料
地
な
ど
に
よ
っ
て
土
地
の
少
な
い
農
民
に
対
し
て
土
地
分
与
を
行
な
う
、

し
か

る
に
こ
れ
ら
の
土
地
の
無
い
と
こ
ろ
で
は
現
在
の
所
有
者
に
対
す
る
補
償
を
行
な
っ
て
私
有
地
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
」
既
に
こ
の
時

点
で
開
始
さ
れ
て
い
た
農
民
運
動
の
新
た
な
展
開
が
、
「
解
放
同
盟
」
を
し
て
こ
の
よ
う
な
認
識
に
い
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

の
特
別
農
業
大
会
が
聞
か
れ
て
い
る
が
、

ま
た
同
年
四
月
に

「
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
・
立
憲
派
」

そ
こ
で
の
ピ
ョ

l
ト
ル
・
ド
ル
ゴ
ル

l
コ
フ

ロ2
H
M
h
o〉
『
。
官
民
O
回
の
「
大
土
地
所
有
の
観
点
か
ら
み
た
農
業
問
題
」
と
い
う
リ
ポ
ー
ト
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
は
燦
民
の
最
大
関
心
事
は

な
し

徐
々

農来
民る
のベ
手会
中 jI.
へ法
の機

土両
地は
の臨
平良
和所
的有
菅地
行面
の・も
もお
も堅
警の
行間
さ題
れを
ると

会よ
みね
がば
望た
ま 6
し l5Q

L；と
し

農、

業「
聞こ
題の
の改
解草
決は
の強
た制
め的
に変
、革

土
地
問
題
で
あ
り
、

国
家
土
地
フ
ォ
ジ
ド
の
利
用
の
他
に
、
地
主
地
の
一
部
を
も
買
戻
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
買
戻
し
が
公
正
な
価
格
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
の
主
旨
の
リ
ポ
ー
ト
は
参
加
者
の
同
意
を
え
て
、
決
議
文
と
し
て
通
過
し
た
。

こ
の
「
解
放
同
盟
」
と
「
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
・
立
憲
派
」
の
両
組
織
の
活
動
が
先
行
し
、
そ
れ
ら
が
核
と
な
っ
て
一
九
O
六
年
一
月
に
カ
デ
ヅ

ト
党
が
最
終
的
に
結
成
さ
れ
、
ま
た
そ
の
農
業
綱
領
が
同
主
旨
で
あ
り
、
特
に
私
有
地
に
関
し
て
は
、
「
私
有
地
の
（
『
必
要
、
と
さ
れ
る
規
模
で

の
』
）
部
分
的
収
用
を
『
公
正
な
る
』
（
市
場
の
で
な
い
）
価
格
で
も
っ
て
行
な
う
」
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
点
が
次
章
以
下
の
内

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
悶
会
と
山
氏

（
大
畑
）

:JL 
七
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（
U
H
）

・

H

，g
h
M出
タ
円
吋
勺
・
白
印
・

（
日
）

a

開
・
玄
－

V
申
内
百
向
。
回
（
「
』
両
側
面
白

ML昨
℃
巾

h
白
同
日
。
勺
）
・
。
。
園
内
叩

4
R白
周
囲
内

40HV民
剛
山
市
内
同
国
国
国
国
民
国
民
旬
。
口
市
拘
置
国
・

4・叶
・

2hv・
∞

2
・

二
、
第
三
国
会
に
い
た
る
カ
デ
ツ
ト
の
農
業
政
策

H 

第
一
国
会
に
お
け
る
カ
デ
ッ
ト

「一

O
月
宜
一
言
己
に
よ
り
方
向
づ
け
ら
れ
、
「
一
二
月
一
一
日
の
選
挙
法
」
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
第
一
国
会
同
『

o
q
h
4
n
a
g
s国
電

5

で
は
カ
デ
ッ
ト
は
総
議
員
四
八
七
名
中
の
三
六
%
に
あ
た
る
一
七
六
名
の
議
員
を
有
す
る
第
一
党
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
O

六
年
四
月
二
七
日
、
憲
兵
と
軍
隊
に
守
ら
れ
て
開
会
さ
れ
た
第
一
国
会
で
は
、
早
く
も
五
月
八
日
か
ら
農
業
土
地
問
題
の
審
議
が
開
始
さ
れ
、

そ
の
土
地
改
革
構
想
を
「
四
二
人
の
議
案
」
〈
口
問
5
2
4
お
る
と
し
て
こ
の
国
会
に
提
案
し
た
。

カ
デ
ッ
ト
は
そ
の
農
業
綱
領
を
も
と
に
、

こ
れ
は
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
が
最
高
潮
で
あ
っ
た
一
九
O
五
年
に
首
相
ヴ
ィ
ッ
テ
の
も
と
で
農
相
を
つ
と
め
た
グ
l
ト
レ
ル
出
国
民

O
E民
間
中

民
O〉胆
3
2
F
A〉刊日
V

（
居
留
l
H
C
M
S
が
作
成
し
た
い
わ
ゆ
る
「
強
制
収
用
」
法
案
ロ

3
2
4
Z
5
5
合
吉
田
三
間
目
〉

E
O
E
O
－『
5
2
5
v

－
九
O
五
年
秋
か
ら
冬
を
ピ

l
グ
と
す
る
農
民
運
動
の
最
高
潮
に
あ
っ
て
は
、
地
主
階
級
が
股
民

革
命
に
よ
っ
て
そ
の
所
有
地
の
す
べ
て
を
失
う
よ
り
も
、
そ
の
一
部
を
有
償
で
譲
渡
し
た
方
が
よ
い
と
の
考
え
方
が
保
守
的
人
物
の
聞
に
も
生

が
基
本
的
に
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

じ
て
き
た
。
例
え
ば
宮
廷
司
令
官

h
g富
o
E忌
5
5
E
2
4
ト
レ
ポ
フ

h
－

e・
叶
宮
口
O
回
や
海
軍
将
官

MHLH53〉
ド
ゥ
パ
ソ
フ
＠
・
回
・

h
a
R
S
と
い
っ
た
人
物
さ
え
も
こ
の
よ
う
な
考
え
を
も
ら
し
た
。
ヴ
イ
ヲ
テ
も
こ
の
案
の
考
え
方
に
は
賛
成
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
実
現
の
た
め
の
条
件
は
備
っ
て
い
な
い
と
見
て
強
行
は
避
け
た
の
で
あ
る
。
十
二
月
モ
ス
グ
ワ
武
装
蜂
起
を
機
に
後
退
し
つ
つ
あ
っ
た
革
命

の
中
で
、
ツ
ァ
リ
l
ズ
ム
は
徐
々
に
自
信
を
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
グ
l
ト
レ
ル
案
は
エ
コ
ラ
イ
二
世
田
E
S一
〉
畠
口
の
拒
否
さ
れ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
一
九
O
六
年
一
月
一

O
日
に
廃
棄
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
グ

l
ト
レ
ル
は
解
職
さ
和
「
そ
の
後
か
れ
は
カ
デ
ッ
ト
に
入
党
し
、
党
の
指

導
的
人
物
の
一
人
と
し
て
主
と
し
て
農
業
問
題
を
担
当
し
た
。

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
股
民

（
大
畑
）

九
九



ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
別
に
お
け
る
図
会
と
股
民

（
大
畑
）

一O
O

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
グ

l
ト
レ
ル
案
を
そ
の
基
盤
に
ふ
ま
え
た
「
四
二
人
の
議
案
」

は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
か
。
お
よ
そ
の
骨
子
を
次
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
自
分
の
労
働
で
土
地
を
耕
す
、
土
地
な
き
農
民
、
お
よ
び
土
地
の
少
な
き
農
民
、

(1) 

お
よ
び
そ
の
他
の
農
民
の
土
地
利
用
面
積
を
・
・
・
増
加

さ
せ
る
」
そ
れ
は
「
固
有
地
、
皇
族
領
地
、
官
有
地
、
教
会
領
地
に
よ
っ
て
、
な
ら
び
に
必
要
規
模
の
私
有
地
を
、
現
所
有
者
に
正
当
な
価
格

を
支
払
っ
て
、
・
：
国
家
の
負
担
に
よ
り
強
制
収
用
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
」
（
・
：
は
引
用
者
に
よ
る
）
そ
れ
を
行
な
う
。

つ
ま
り
貿
取
り
に
よ

る
私
有
地
の
一
部
「
強
制
収
用
」
を
行
な
う
と
い
う
も
の
で
為
る
。

ω
「
収
用
地
は
国
家
の
土
地
予
備
に
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
予
備
地
を
土
地
不
足
農
民
に
配
布
す
る
た
め
の
原
則
は
、
ロ
シ
ア
の
詩
地
方
の
土

地
所
有
と
土
地
用
益
の
特
殊
性
に
応
じ
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
こ
れ
は
明
ら
か
に
燦
民
大
衆
の
要
求
の
、
「
土
地
固
有
化
」
の
要
求
の

反
響
と
も
み
ら
れ
る
。

川明

「
各
地
方
（
県
、
州
、
郡
ま
た
は
そ
の
一
部
）
に
基
準
的
な
土
地
保
証
規
模
が
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
こ
の
規
模
ま
で
、
予
備

地
や
自
発
的
移
住
を
考
慮
に
入
れ
て
、
農
民
へ
の
土
地
の
割
当
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

ω
「
一
九
O
六
年
一
月
一
日
以
前
に
通
常
負
債
の
た
め
に
ま
た
雇
役
の
た
め
に
貸
与
さ
れ
て
い
た
い
っ
さ
い
の
土
地
、
な
ら
び
に
主
と
し
て

農
民
の
農
具
に
よ
り
耕
作
さ
れ
る
土
地
お
よ
び
放
置
さ
れ
て
あ
る
が
毎
年
雇
役
を
予
定
し
て
い
る
土
地
は
無
制
限
に
収
用
さ
れ
る
。
」

こ
れ
は
例
え
ば
ト
ル
ド
ヴ
ィ
キ
吋
哲
吉
田
国
民
国
な
ど
が
農
民
的
利
害
に
立
っ
て
提
出
し
た
農
業
・
土
地
法
案
な
ど
と
は
原
理
的
に
異
な
る
地

主
的
利
害
に
立
脚
し
た
農
業
・
土
地
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
強
制
収
用
」
と
は
言
え
そ
れ
は
地
主
所
有
地
の
一
部
の
有

償
で
の
買
取
り
に
す
ぎ
ず
、
農
民
運
動
の
め
ざ
し
て
い
た
も
の
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
た
。
と
は
言
え
、
地
主
側
か
ら
出
さ
れ
た
法
案
と

し
て
は
当
時
に
あ
っ
て
は
漸
新
で
、
画
期
的
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
事
も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。

」↓t
t
 

第
二
国
会
に
お
け
る
カ
デ
？
ト

第
二
国
会
で
は
カ
デ
？
ト
勢
力
は
、
総
議
員
数
の
コ
二
・
八
%
を
占
め
る
一
五
六
名
に
減
少
し
た
。

こ
れ
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

目
。
〉
向
日
？



g
E、
エ
ス
エ
ル
、

ωn唱
な
ど
左
翼
諸
党
が
こ
の
選
挙
を
ボ
イ
コ

y
ト
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
第
二
国
会
は
第
一
国
会
に
比
べ
て
上
附

部
の
右
翼
化
、
下
層
部
の
左
翼
化
、
つ
ま
り
政
治
的
両
極
の
対
立
の
激
化
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。

こ
の
国
会
に
お
け
る
カ
デ
ッ
ト
の
農
業
政
策
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
O
七
年
二
月
に
開
会
さ
れ
た
第
二
国
会
で
は
、

四
月
一
九
日
よ
り
五
月
一
六
日
ま
で
農
業
問
題
の
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
カ
デ
？
ト
は
そ
の
農
業
法
案
「
農
民
に
対
す
る
土
地
保
証
法
要
綱
平

案
」
～
口

3
2
4
2
8
5目
。

n
B回
担

E訪

日

開

5
5
0
臼
巾
宮
内
〉

E
O出
。
。
叩
門
口

2
2
5
臼

2」
〆
刊
誌

5
5
2
0門
O
E
n
m〉
g
s
v
を
提
出
し
た
。
こ
れ

(1) は
次
の
諸
点
に
お
い
て
第
一
国
会
に
提
出
さ
れ
た
「
四
二
人
の
議
案
」
に
比
べ
て
著
る
し
い
変
化
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
日
門
家
の
土
地
予
備
」
と
い
う
第
一
国
会
の
と
き
カ
デ
y
ト
が
有
し
た
構
想
は
消
え
た
υ

」
の
点
は
カ
デ
ヲ
ト
が
土
地
固
有
化
の
理
念
を

全
く
似
汚
し
た
な
昧
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
股
民
へ
の
土
地
分
与
に
つ
い
て
も
、
股
民
に
と
っ
て
い
く
ら
の
土
地
鼠
が
必
要
か
と
い
う
観
点
か

(2) ら
、
各
地
方
に
は
「
自
由
な
」
土
地
は
い
く
ら
あ
る
か
と
い
う
観
点
に
変
わ
っ
た
。

寸
強
制
収
用
」

さ
れ
る
土
地
の
適
用
除
外
例
が
著
る
し
く
拡
大
さ
れ
た
。

「
四
二
人
の
議
案
」
で
は

「
有
害
な
土
地
交
錯
の
廃
止
に
収
用

が
必
要
な
場
合
を
の
ぞ
き
、

宅
地

庭
園
、

菜
園
（
賃
貸
さ
れ
た
も
の
を
の
ぞ
く
て

造
林
地
、

ぶ
ど
う
園
、

ホ
ッ
プ
畑
、

養
樹
園
等
の
土

地
」
「
工
場
あ
る
い
は
農
業
施
設
の
あ
る
土
地
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
に
と
っ
て
技
術
的
に
必
要
で
、
建
築
物
、
合
服
、
施
設
に
付
随
す
る
土

地
」
は
収
川
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
第
二
国
会
の
農
業
法
案
で
は
「
周
辺
の
淡
民
の
高
い
収
益
性
を
も
っ
地
主
経
営

あ
る
い
は
機
械
的
工
場
的
性
格
を
も
っ
経
営
」
を
も
適
用
除
外
範
囲
に
ふ
く
め
、
賃
貸
地
ま
た
は
農
民
所
有
農
具
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
る
地
主

所
有
地
で
さ
え
、
い
ろ
い
ろ
な
複
雑
な
留
保
を
つ
け
て
「
強
制
収
用
」
の
適
用
除
外
範
囲
に
含
め
よ
う
と
し
た
。

最
後
に
最
も
重
要
な
点
の
一
つ
と
し
て
、
土
地
改
革
を
実
施
す
る
地
方
農
業
委
員
会
の
性
格
の
問
題
、
と
り
わ
け
そ
の
構
成
の
問
題
に
つ

(3) い
て
カ
デ
γ
ト
の
地
主
的
利
害
が
第
二
国
会
で
あ
か
ら
さ
ま
に
な
っ
た
。
ト
ル
ド
ヴ
ィ
キ
が
地
方
農
業
委
員
会
の
委
員
は
、
普
通
・
直
接
・
平

等
・
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
も
の
と
し
た
の
に
対
し
、

の
代
理
人
を
議
長
と
す
る
地
方
農
業
委
員
会
の
構
成
を
考
え
た
。

カ
デ
y
ト
は
地
主
と
農
民
の
そ
れ
ぞ
れ
同
数
の
代
表
か
ら
成
り
た
ち
、
政
府

こ
の
委
員
会
は
収
用
を
う
け
る
土
地
を
決
定
し
、
更
に
「
公
正
な
る
評

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
同
会
と
山
氏

（
大
州
）

。



ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民
（
大
畑
）

。

価
」
八
日
吉
国

2
〉
5
2
0習
E
S
V
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
重
要
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
こ
の
委
員
会
の
性
格
い
か
ん
に
よ
っ
て
は

そ
れ
は
第
二
の
「
農
奴
解
放
」
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
カ
デ
ッ
ト
は
地
主
的
利
害
か
ら
そ
れ
を
志
向
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
J
7
7

ト
の
農
業
法
案
が
農
民
議
員
の
側
か
ら
の
強
い
抵
抗
を
う
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な

（当）

第
三
国
会
に
お
け
る
カ
デ
？
ト

園内出国
g
h
M
U
S－
に
お
け
る
カ
デ
y
ト
の
置
か
れ
た
立
場
を
、

地
主
と
大
プ

ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
に
有
利
に
、
労
働
者
、
農
民
、
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
に
不
利
に
な
る
よ
う
作
ら
れ
た
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
に
よ
る
新
選
挙
両
に
よ
っ

ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
・
グ

i
デ
グ
！
と
称
さ
れ
る
「
六
月
三
日
体
制
」
令
官
目

2
8
5
R
2
2
2
2
C
の
成
立
は
第
三
国
会
口
同
『
D
n
王
者
2
・

そ
れ
以
前
の
両
国
会
の
場
合
と
著
る
し
く
異
な
る
も
の
に
し
た
。

て
第
三
国
会
の
党
派
構
成
は
そ
れ
以
前
の
両
国
会
と
著
る
し
く
異
な
り
地
主
的
な
「
黒
百
人
組
」
A
ぷ

4
5
8
2
E
E
V
的
国
会
と
な
っ
た
の
で

あれが
J

カ
デ
y
ト
は
五
三
名
の
議
員
を
擁
す
る
に
す
ぎ
ぬ
小
政
党
に
転
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
向
。
第
三
国
会
は
一
九

O
七
年
一
一
月
一
日
に
閲

会
さ
れ
た
。

こ
の
第
三
国
会
に
お
い
て
も
カ
デ
γ
ト
は
「
強
制
収
用
」
を
主
張
し
、

ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
路
線
に
反
対
の
意
向
を
表
明
し
た
。
国
会
の
授
業
委

員
会
に
お
け
る
討
論
に
は
カ
デ
ッ
ト
は
シ
シ
ガ
リ
ョ
フ
〉
・
戸
国
語
肖

3
E
c
s
c－

H

巴
∞
）
と
ベ
レ
ゾ
ア
ス
キ
ー
回

4
2
0国
自
国
除
を
送
り
、

「
一
一
月
九
日
の
法
令
」
に
反
対
の
意
志
表
示
を
し
た
。
ま
た
こ
の
カ
デ
ッ
ト
の
立
場
は
カ
デ
ッ
ト
の
定
期
刊
行
物
「
ル

l
ス
カ
ヤ
・
ム
ィ
ス

リ」

A
M
J
2
5固
定

E
n
s
v
「レ

l
チ」

AMM2る
な
ど
に
も
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
カ
デ
y
ト
の
「
強
制
収
用
」
の
理
念
と
反
政

府
の
立
場
は
、
第
一
国
会
の
そ
れ
に
比
し
て
著
る
し
く
後
退
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ミ
リ
ュ
コ

i
フ
ロ
自
立
国
国
民
。
〉
胆
巾
国
民
団
冨

5一

8
5国（
H

∞印む｜

H
C九時

ω）
や
シ
シ
ガ
リ
ョ
フ
な
ど
カ
デ
y
ト
指
導
部
は
、
す
で
に
「
強
制
収
用
」
股
業
綱
領
が
崩
壊
し
た
と
の
認
識
を
も
ち
、
新
た
な
カ
デ
ヲ
ト
の

農
業
綱
領
を
模
策
し
て
い
た
。
カ
デ
y
ト
党
内
に
お
い
て
は
、
グ

l
ト
レ
ル
を
議
長
と
す
る
特
別
農
業
委
員
会
が
こ
の
課
題
に
没
頭
し
た
が
、

有
効
な
も
の
は
得
が
た
か
っ
た
。
や
が
て
農
民
の
オ
プ
シ
チ
ナ
（
共
同
体
）

O
A
K
E
S
よ
り
の
離
脱
を
主
た
る
内
容
、
と
す
る
カ
デ
y
ト
案
が
で

き
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
国
会
の
農
業
委
員
会
に
提
案
さ
れ
て
も
、
否
決
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
そ
れ
は
も
は
や
「
四
二



人
の
議
案
」
と
は
著
る
し
く
異
な
り
、

内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

ω
個
人
的
土
地
所
有
と
並
ら
ん
で
、
家
族
の
土
地
所
有
を
も
保
持
す
る
。

ω
二
四
年
間
お
よ
び
そ
れ
以
上
割
替
の
な
か
っ
た
汰
プ
シ
チ
ナ
に
、
最
後
の
割
替
を
許
可
す
る
。

制
オ
プ
シ
チ
ナ
に
対
し
て
土
地
分
与
を
行
な
う
権
利
お
よ
び
等
価
値
の
貨
幣
補
償
を
行
な
う
権
利
を
与
え
る
。

く
、
ゼ
ム
ス
キ

l
・
ナ
チ
ャ
リ
エ
グ
（
農
民
司
政
長
）
白

2
n民
国
隣
国

F
S〉
V
同
国
民
の
批
准
に
よ
り
三
年
の
期
間
で
、

A

甜》

る
経
営
主
に
対
し
て
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

む
し
ろ

コ
一
月
九
日
の
法
令
」

と
原
理
的
に
は
符
号
し
、

そ
れ
に
対
す
る
修
正
と
も
考
え
ら
れ
る

そ
れ
は
直
ち
に
で
は
な

こ
の
こ
と
を
要
求
す

つ
ま
り
こ
の
時
期
の
カ
デ
y
ト
は
も
は
や
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
農
業
法
に
反
対
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
一
一
月
九
日
の
法
令
」
を
修
正
し
よ
う
と

努
力
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
オ
プ
シ
チ
ナ
の
破
壊
に
つ
い
て
も
、
第
二
国
会
ま
で
の
こ
れ
に
対
す
る
否
定
的
見
解
に
代
わ
り
、
農
民

が
オ
プ
シ
チ
ナ
を
離
脱
す
る
の
は
正
当
な
権
利
で
あ
る
と
す
る
ス
ト
ル

l
グ
ェ
、
イ
ズ
ゴ
ェ
フ
〉
・
。
・
出
向
。

g
ら
の
主
張
が
通
る
よ
う
に

ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
が
「
乱
暴
で
ア
ジ
ア
的
な
形
態
」
で
オ
プ
シ
チ
ナ
破
壊
を
行
な
わ

な
っ
た
。
た
だ
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
路
線
に
「
反
対
」
な
の
は
、

ん
と
し
て
い
る
点
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
カ
デ
y
ト
の
漸
進
主
義
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ヵ
デ

v
ト
は
「
離
脱
が
オ
プ
シ
チ
ナ
の
強
制
的

破
壊
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
万
端
の
準
備
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
観
点
か
ら
、
経
営
者
が
方
プ
シ
チ
ナ
を
離
脱
し
た
い
と
い
う
希
望
を
表
明
し
た

際
、
オ
プ
シ
チ
ナ
に
は
三
年
間
こ
れ
へ
の
返
答
を
保
留
す
る
権
利
が
生
じ
、
三
年
を
経
過
す
れ
ば
裁
判
手
続
を
と
り
う
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
結
局
カ
デ
ヲ
ト
は
オ
プ
シ
チ
ナ
破
壊
の
危
険
な
「
実
験
」
に
反
対
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
農
村
に
お
け
る
階
級
闘
争
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

立
場
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
る
農
民
の
大
量
の
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
化
之
、

こ
の
点
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
勅
令
を
激
し
く
批
判
し
た
グ
イ
タ
テ
の

（叫

カ
デ
ッ
ト
農
業
政
策
の
変
化
に
関
す
る
詩
見
解

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
第
一
国
会
か
ら
第
三
国
会
に
い
た
る
カ
デ
y
ト
の
農
業
政
策
に
は
、

か
な
り
著
る
し
い
変
化
が
み
ら
れ

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民

（
大
畑
）

一O三



ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民
（
大
畑
）

一O
四

た
。
そ
し
て
こ
れ
は
カ
デ
？
ト
を
除
く
反
政
府
の
立
場
に
あ
っ
た
各
政
党
・
グ
ル
ー
プ
の
か
か
げ
た
農
業
綱
領
や
国
会
に
提
出
さ
れ
た
農
業
法

案
が
、
第
一
国
会
か
ら
第
三
国
会
に
い
た
る
時
期
に
、
多
少
の
＝
ュ
ア
シ
ス
の
違
い
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
基
調
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
た
の
と

対
照
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ト
ル
ド
ヴ
ィ
キ
を
中
心
と
す
る
農
民
議
員
グ
ル
ー
プ
は
、
「
一

O
四
人
の
法
案
」
八
口
℃

2
5
5品
l
x
v
に
象

徴
さ
れ
る
徹
底
し
た
農
民
民
主
主
義
の
革
命
的
態
度
を
一
貫
さ
せ
た
し
、
ま
た
エ
ス
エ
ル
は
「
土
地
社
会
化
」
八
の
O
出
国
営

5
8
5
8
5
5
の

農
業
法
案
を
、
ボ
ル
シ
ェ
グ
ィ
キ
は
「
土
地
国
有
化
」
八
回
自
民
自
営

5
8
5
8
5与
の
股
業
綱
領
を
、

メ
シ
シ
ェ
グ
ィ
キ
冨
g
v
E自
民
自

は
「
土
地
公
有
化
」

A
Z
E
E
S
S
E
8
5
8冨〉国
V

の
農
業
綱
領
を
有
し
て
、
政
府
の
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
的
農
村
改
造
に
自
ら
を
対
置
さ
せ
た

事
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
国
会
に
お
け
る
「
四
二
人
の
議
案
」
以
来
そ
の
地
主
的
利
害
に
お
い
て
カ
デ
？
ト
の
農
業
政
策
は
一
貫
し
て
い
た
と
は
言
え
、
第
二
国

会
お
よ
び
第
三
国
会
に
お
い
て
そ
の
「
強
制
収
用
」
の
農
業
綱
領
が
実
質
を
と
も
な
わ
ぬ
名
目
の
み
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、

ス
ト
ル
ィ
ピ

シ
民
業
法
に
接
近
し
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ヴ
レ
フ
〉
・
凶
・
〉
回
目

ua
は
第
三
国
会
に
お
け
る
カ
デ
γ
ト
の
農
業
政
策
に
関
し
て
、
「
強
制
収
用
」
の
農
業
綱
領
が
実
質
的
に
消
滅
し
つ

つ
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
「
：
：
：
革
命
の
経
過
と
農
民
層
の
気
分
が
そ
れ
を
永
久
に
葬
り
去
っ
た
か
ら
で
あ

μ」
と
し
て
い
る
が
、
問
題
は
こ

れ
以
上
掘
り
下
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
第
三
国
会
に
関
す
る
か
れ
の
研
究
が
、

こ
の
問
題
に
対
し
て
間
接
的
に
答
え
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
三
国
会
で
は
カ
デ
y
ト
は
僅
か
に
五
三
名
の
議
員
し
か
も
た
ぬ
小
政
党
と
な
り
、
国
会
内
で
政
治
的
影
響
力
を
も
ち
う
る
た
め
に
は
オ
グ

チ
ャ
プ
リ
ス
ト
と
の
連
合
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
カ
デ
y
ト
に
と
っ
て
、

内
ノ
ア
リ

l
ズ
ム
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
君
主
制
へ
の
転
化
と
い
う
目

標
を
放
楽
し
な
い
以
上
唯
一
の
選
択
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
連
合
の
た
め
に
は
カ
デ
v
ト
の
政
策
を
オ
グ
チ
ャ
プ
リ
ス
ト
に
も

受
容
さ
れ
う
る
よ
う
に
変
化
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
向
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
カ
デ
？
ト
の
い
わ
ば
体
質
変
化
は
、
き
び
し
い
党
内
闘
争
を
必
然

化
さ
ぜ
た
。
ス
ト
ル

l
グ
ェ
や
イ
ズ
ゴ
ェ
フ
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
道
一
様
」

A
F阿国
V

派
を
中
心
と
す
る
カ
デ
ザ
ト
右
派
が
、
こ
れ
と
左
派
と
の
間



に
均
衡
を
保
っ
て
い
た
主
流
派
ミ
リ
ュ
コ

l
フ
派
を
し
だ
い
に
そ
の
路
線
に
引
き
入
れ
、
左
派
を
中
央
委
員
会
か
ら
駆
逐
し
た
。

し
て
政
策
面
で
も
、
人
事
面
で
も
カ
デ
y
ト
の
オ
グ
チ
ャ
プ
リ
ス
ト
へ
の
接
近
、
オ
グ
チ
ャ
プ
リ
ス
ト
・
カ
デ
y
ト
連
合
の
形
成
へ
の
条
件
が

こ
の
よ
う
に

縁整
でえ
あら
つれ
た8て

0 ＼，、

つ

Tこ
の
で
あ
る。

こ
の
際
右
派
が
主
流
派
に
迫
っ
た
最
大
の
も
の
は
、

「
強
制
収
用
」
農
業
綱
領
の
廃
棄
と
農
民
運
動
と
の
絶

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
・
ボ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
の
重
要
な
一
翼
を
な
す
国
会
に
お
け
る
ボ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ

ム
成
立
の
重
要
な
一
過
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
勿
論
問
題
を
こ
の
面
か
ら
の
み
充
分
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
国
会
に
お
け
る
ボ

ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
の
条
件
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
第
二
国
会
に
お
い
て
、
円
十
く
も
カ
デ
ッ
ト
の
「
強
制
収
用
」
農
業
法
案
は
著
る
し
く
後
退
し
は

じ
め
た
事
実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ワ
シ
レ
ア
ス
キ
ー
開
・
円
・
国
営
喜
一
四
回
日
開
院
は
第
二
国
会
に
お

け
る
カ
デ
y
ト
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
：
：
：
革
命
の
波
が
下
降
す
る
に
つ
れ
、
反
動
が
一
時
的
勝
利
を
お
さ
め
る

問
題
を
農
民
運
動
と
カ
デ
ッ
ト
と
の
関
係
の
側
面
か
ら
も
検
討
し
て
み
た
い
。

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
農
業
改
革
に
対
す
る
カ
デ
ッ
ト
の
「
反
対
』
も
色
あ
せ
は
じ
め
た
。
カ
デ
ッ
ト
は
ま
す
ま
す
公
然
と
『
強
制
収
用
』

の
立
場
を
あ
け
わ
た
し
、
ロ
シ
ア
農
業
制
度
更
新
の
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
・
プ
ラ
シ
と
妥
協
し

ho」
類
似
の
見
解
は
ド
ゥ
プ
ロ
ア
ス
キ
ー
の
－

z－

h
ユ
吉
田
自
民
同
も
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
農
民
運
動
を
合
め
た
大
衆
運
動
の
沈
滞
が
カ
デ
y
ト
農
業
政
策
変
化
の
動
凶
で
あ
る
と
み
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
を
逆
に
考
え
れ
ば
農
民
運
動
の
高
揚
は
カ
デ
γ
ト
に
反
政
府
的
立
場
を
強
め
さ
せ
、
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
体
制
に
対
し
一
一
線
を
画
さ

せ
る
と
い
う
事
に
も
な
ろ
う
o

大
衆
運
動
を
利
用
し
て
ツ
ァ
リ

l
ズ
ム
に
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
改
革
を
迫
ら
ん
と
す
る
カ
デ
y
ト
の
体
質
を
考
慮
す

る
と
き
、
こ
れ
も
理
解
し
う
る
一
面
を
も
っ
。
し
か
し
こ
の
把
握
の
仕
方
に
は
普
遍
性
は
み
と
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば

「
革
命
で
大
衆
が
大
き
く
進
出
す
る
や
い
な
や
は
や
く
も
反
革
命
の
道
を
と
っ
た
、

に
つ
れ
、

一
九

O
九
年
に
レ

l
ニ
シ
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

カ
デ
y
ト
党
を
い
た
だ
く
自
由
主
義
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
！
は
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
オ
グ
チ
ャ
プ
り
ス
ト
に
接
近
し
て
、
こ
の
道
を
歩
み
つ
づ
け
：
・

（祖）

事
実
上
絶
対
主
義
と
農
奴
主
に
奉
仕
し
て
い
る
。
」
こ
れ
は
第
三
国
会
の
時
期
の
、
一
九
一

O
年
前
後
の
新
た
な
大
衆
運
動
の
高
揚
と
カ
デ
ッ

し
か
も
一
面
で
は
大
衆
運
動
の
高
揚
が
革
命
に
転

ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ワ
シ
レ
ア
ス
キ
ー
の
言
葉
の
逆
で
あ
る
。

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民
（
大
畑
）

一O
五
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∞
｜
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却
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乙
の
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
の
遂
行
の
陰
の
立
役
者
は
述
合
賞
族
評
議
会
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
次
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
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〈
幻
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そ
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史
料
は
次
の
通
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あ
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〈
沼
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「
黒
百
人
組
」
と
は
一
九

O
五
年
に
警
察
や
君
主
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義
的
諮
組
織
ハ
「
ロ
シ
ア
人
民
同
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n
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Aの
05ω
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周
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一
回
毘
白
血
〉
官
一
白
国
『
g
同V
〉
に
よ
っ
て
創
ら
れ
、
革
命
運
動
と
の
闘
争
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
人
ポ
グ
ロ
ム
の
組
織
化
を
目
的
と
し

た
武
装
せ
る
集
団
で
あ
っ
た
。

〈
お
）
カ
デ
ッ
ト
以
外
の
政
党
、
グ
ル
ー
プ
の
議
員
数
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ハ
一
九

O
八
年
現
在
）

右
翼
四
九
、
国
権
派
お
よ
び
右
翼
穏
健
派
九
五
、
オ
ク
チ
ャ
プ
リ
ス
ト
一
四
八
、
進
歩
派
二
五
、
三
つ
の
非
ロ
シ
ア
民
族
グ
ル
ー
プ
二
六
、
ト
ル
ド
グ

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民

（
大
畑
）
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一
、
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
の
農
民
運
動
の
特
質

ス
ト
ル
ィ
ピ
ジ
改
革
期
以
前
の
農
民
運
動
（
一
九
O
五
年
J
一
九
O
六
年
）

ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
の
農
民
運
動
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
の
約
二
年
間
の
農
民
運
動

と
比
較
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
に
お
け
る
農
民
運
動
の
三
つ
の
ピ

l
グ
は
、
一
九
O
五
年
夏
か
ら
翌
年
夏
ま
で
の

約
一
年
間
に
集
中
し
た
。
ド
ゥ
プ
ロ
ア
ス
キ
ー
の
資
料
か
ら
作
成
し
た
も
の
が
（
第
一
表
）
で
あ
る
。
件
数
の
み
か
ら
み
れ
ば
三
つ
の
ピ

l
グ

(--) 
1905-1907年の民民運｛，）J

（件数〕

月｜附年 J 190昨 I1907 

1 17 179 72 

2 109 27 79 

3 103 33 131 

4 144 47 193 

5 299 160 211 

6 492 739 216 

7 248 682 195 

8 155 244 118 

9 71 198 69 

10 219 117 27 

11 796 106 14 

12 575 88 12 

1337 

〈第一表〕

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民
ハ
大
畑
〉

C.M.且yopOBCKH首. KpeCTbl!HCKOe 

瓦BH>ICeHHe B peBOJIIOl.{HH 1905-
1907rr .• MOCKBa, 1956, CTp. 42. 

より作Jil4

は
一
九
O
五
年
夏
（
五
月

t
七
月
）
、
同
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

一
九
O
六
年
夏
（
六

月の
I最
八大
月の
）ピ

で l
あグ
て〉

f「

TこI-
0 0 

月

月
」J

次
に
こ
れ
ら
農
民
運
動
の
地
域
的
分
布
を
み
る
と
（
第
二
表
）

の
よ
う
で
あ
る
。
中
央
黒
土
諸
県
を
は
じ
め
、

ウ
ノ
グ
ラ
イ
ナ
諸

県
、
中
部
ボ
ル
ガ
諸
県
、

白
ロ
シ
ア
諸
県
な
ど
地
主
的
巨
大
土

地
所
有
と
雇
役
制
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
伝
統
的
農
業
地
域
に
や

は
り
そ
の
大
部
分
が
集
中
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
直
前
の
農
民
運
動
の
特
質
を
最
も

一O
九



ストルィピン改革期における国会と農民

地 域 農民運動数｜手？と現

中 央 黒 土 2196 30.6 

右岸ウクライナ 985 13.7 

左岸ウクライナ 850 11.8 

ヴォルガ中流域 724 10.3 

白 シ ア 655 9.1 ロ

中 央 工 業 l 482 6.7 

ステップ・ウクライナ 1 468 6.5 

ヴォルガ下流域 244 3.4 

プ オ ゼ Jレ 235 3.3 

ワ 168 2.3 

プ ウ フ JLノ 104 1.5 

;fじ 部 54 0.8 

dロ~ 言「

地域別にみた 1905ー1907年の

農民運動

（第二表）1905-1907年農民運動の

対象

（第三表）

運動の方向 同副%
地主に対する運動 I5404 I 75.4 
聖職者との闘争｜ 33 I o.5 
クラーク層との闘争 1 97 I 1.4 
当局，響察，軍隊1I叩川｜付民
との衝突日山~L I L冨 V 

その他’I5901 8.2 

~－子 l面司雨
C.M.且yopOBCK凶.KpeCTbHHCKOe 

瓦BH)f(eHHeB peBOJI即日日目 1905-
1907rr., MocKaa, 1956, cTp. 65. 

（
大
畑
）

C.M.且yopOBCKH量.KpeCTbHHCKOe 

)lBHmeHHe B peBOJIIOUHH 1905ー1907rr.,
MOCKB8, 1956, CTp. 60. 

二
O

よ
く
示
す
も
の
は
、
農
民
運
動
が
ど
の
社
会
層
に
対
し
て
向
け
ら

れ
た
か
を
示
す
（
第
三
表
）
と
、
そ
の
運
動
の
形
態
を
示
す
（
第

（
第
三
表
）
の
示
す
よ
う
に
農
民
運
動
の
全

四
表
）
で
あ
ろ
う
。

運
動
中
の
七
五
Mm以
上
と
い
う
圧
倒
的
多
数
が
、
地
主
に
対
す
る

運
動
で
あ
っ
た
事
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
時
期
の
農
民
運
動

が
、
半
封
建
的
土
地
所
有
の
廃
棄
を
め
ざ
す
農
民
的
土
地
革
命
で

あ
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
目
。

（
第
四
表
）
は
こ
の
地
主
に
対
す
る
農
民
闘
争
の
形
態
に
つ
い

て
の
資
料
で
あ
る
が
、
地
主
所
領
に
対
す
る
破
壊
や
放
火
な
ど
、

ま
た
森
林
を
は
じ
め
牧
場
や
採
草
地
な
ど
の
用
益
権
確
保
の
た
め

の
農
民
闘
争
な
ど
半
封
建
的
土
地
所
有
H
地
主
的
巨
大
土
地
所
有

の
存
在
そ
の
も
の
に
迫
る
、
積
極
的
、
攻
撃
的
な
農
民
運
動
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
を

主
体
と
し
て
い
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
当
時
の
支
配
階
級
の
聞
に
深
刻
な
動
揺
が
み
ら
れ

た
の
は
そ
の
理
由
に
よ
る
。

ま
た
こ
の
時
期
の
農
民
運
動
は
、
都
市
に
お
け
る
労
働
運
動
の
発
展
や
革
命
政
党
に
よ

る
影
響
を
直
接
、
間
接
に
受
け
た
事
も
特
徴
で
あ

μ。
当
時
の
支
配
層
が
「
農
民
騒
擾
」

の
原
因
と
し
て
「
革
命
家
に
よ
る
煽
動
」
を
最
重
要
視
し
た
こ
と

U
、
皮
相
的
な
観
察
で

あ
っ
た
と
は
言
え
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

一
九
O
五
年
の
夏
以
降
の
全
ロ
シ
ア
的
規
模
で
の
農
民
運
動
の
発
展
の
中
で
、
こ
の
農



1905-1907年の対地主闘争の基本形態

連 動 形 態 ｜運動数｜ % 

所領破壊 846 15.7 

放 火 979 18.1 

土地占拠および耕作 216 4.0 

境界設定lζ際しての衝突 52 1.0 

牧草地，牧場等の占拠 373 10.6 

森林をめざす闘争および盗伐巡政j 809 15.0 

他地と関連する衝突 211 3.9 

食糧および飼料の占拠 316 5.8 

J；品業労働者の運動 723 13.4 

労働者や勤務員を仕事から引上げること 474 8.7 

地主およびその代理人や勤務員との街尖 205 3.8 

J口与 1 5404 I町

（第四表）る5協
。会

[__ 

C. M.且y6poacKHii. KpecTb耳HCKOe且BH>KeHHeB 

peBOJIIOUHH 1905-1907rr., MoCKBa, 1956, CTp. 

67. 

民
運
動
を
全
国
的
に
組
織
化
し
よ
う
と
い
う
注
目
す
べ
き
動
き
が
で
て

き
た
。
こ
こ
で
全
ロ
シ
ア
農
民
同
盟
国

nGong昨
日
出
齢
者
2
3
2
2
5

2
8臼
の
設
立
と
そ
の
活
動
に
注
目
し
よ
う
。

こ
れ
は
一
九
O
五
年
五
月

五
日
、

モ
ス
グ
ワ
県
の
農
民
大
会
に
お
い
て
全
ロ
シ
ア
農
民
同
盟
を
創
設

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
決
定
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す

る
。
こ
の
大
会
の
指
導
部
は
リ
ベ
ラ
ル
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
イ
シ
テ
リ
ゲ
ン

ツ
ィ
ア
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
課
題
を
実
現
す
る
た
め
の
特

別
組
織
局
が
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

モ
ス
グ
ワ

Z
O
R
E
に
続
い
て

グ
l
ル
ス
グ
宍
可
℃
2
P
トウノ
l
ラ
叶
て
℃
P

サ
ラ
ト
フ
の
白
七
回
吋
o
p
シ
ン
ピ

ル
ス
グ
の
5
向。民間】

nF
カ
ザ
シ
貝
E
g
g－
ワ
ラ
ジ

l
ミ
ル
回
〉
白
h
間話回℃・

ハ
リ
コ
フ

vn静
岡

V
E
o
p
ポ
ル
グ
ワ
ロ
O
〉
目
白
血
よ
ヘ
ル

y
y
x
s
g
F
ミ

シ
ス
グ
富
民
国
自
な
ど
諸
県
に
農
民
同
盟
支
部
が
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
社
会
層
が
こ
の
農
民
同
盟
創
設
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
そ
ス
グ
ワ
県
の
場
合
は
、

「
モ
ス
グ
ワ
農
業

の
リ
ベ
ラ
ル
達
で
あ
っ
た
。
他
支
部
で
も
リ
ベ
ラ
ル
か
、
ま
た
は
こ
れ
を
助
け
る
メ
シ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
、
エ
ス
エ
ル
で
あ
っ
た
と
さ
れ

こ
の
よ
う
な
形
で
そ
の
組
織
化
へ
の
活
動
を
開
始
し
た
結
果
、
同
年
七
月
三
十
一
日
よ
り
八
月
一
日
に
か
け
て
全
ロ
シ
ア
農
民
間
盟
第
－

回
（
創
立
）
大
会
が
、
モ
ス
グ
ワ
に
一

O
O人
以
上
の
農
民
代
表
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
向
。
政
党
と
し
て
の
カ
デ
ッ
ト
は

ま
だ
創
立
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
あ
っ
た
が
リ
ベ
ラ
ル
を
中
心
と
し
た
プ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
シ
ツ
ィ
ア
が
こ
の
活
動
を
推
進
し
た
。

こ
の
段
階
で
は
リ
ベ
ラ
ル
と
農
民
層
の
聞
に
一
種
の
「
勢
力
の
同
盟
」
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
る
。
大
会
は
臨
庶
民
代
表
の
強
い
要
求
に

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
悶
会
と
農
民

（
大
畑
）



ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民

（
大
畑
）

よ
っ
て
土
地
固
有
化
の
主
張
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
採
用
さ
れ
る
戦
術
に
関
し
て
は
指
導
部
は
リ
ベ
ラ
ル
的
な

戦
術
決
議
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
つ
ま
り
革
命
的
闘
争
手
段
に
よ
る
の
で
は
な
く
て
、
平
和
的
・
合
法
的
な
そ
れ
を
選
択
す
る
と

い
う
決
議
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

p
ベ
ラ
ル
と
農
民
層
の
蜜
月
時
代
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
情
勢
の
急
速
な
進
展
が
H
ベ
ラ
ル
と
農
民
層

支
部
は
四
二
県
に
つ
く
ら
れ
、

の
聞
に
本
来
的
に
あ
っ
た
利
害
の
対
立
を
顕
在
化
さ
せ
た
。
農
民
運
動
が
最
大
の
ピ

l
グ
に
さ
し
か
か
っ
た
一
九
O
五
年
秋
に
は
、
農
民
同
盟

加
盟
者
は
一

O
万
人
を
越
え
た
。

そ
れ
と
と
も
に
農
民
同
盟
の
下
部
組
織
は
、
そ
の
指
導
部
の
意
図
に
反
し

て
、
各
地
方
で
反
地
主
闘
争
の
性
格
を
強
く
帯
び
る
農
民
的
土
地
革
命
を
推
進
す
る
主
体
へ
と
転
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
指
導
部
に
と
り

不
安
な
事
態
で
あ
っ
た
。
一
九
O
五
年
一
一
月
六
日
か
ら
一

O
日
ま
で
、
や
は
り
モ
ス
グ
ヲ
で
全
ロ
シ
ア
農
民
同
盟
第
二
回
大
会
が
開
催
さ
れ

た
の
は
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
で
は
論
議
の
中
心
は
闘
争
手
段
に
関
し
て
行
な
わ
れ
た
。
農
民
同
盟
指
導
部

は
、
平
和
的
方
法
で
「
土
地
と
自
由
」
が
獲
得
で
き
る
と
い
う
農
民
の
「
素
朴
な
信
仰
」
を
利
用
し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
結
局
指
導
部
は

戦
術
に
関
す
る
問
題
で
敗
北
し
た
。
土
地
を
人
民
に
、
直
ち
に
移
譲
さ
せ
る
た
め
に
、
大
会
は
次
の
決
定
を
み
た
。
「
土
地
所
有
者
の
と
こ
ろ

で
土
地
を
購
入
し
な
い
、
借
地
を
し
な
い
、
い
か
な
る
そ
の
他
の
土
地
契
約
も
地
主
と
は
結
ば
な
い
。
」
「
も
し
人
民
の
要
求
が
充
た
さ
れ
ぬ
場

合
に
は
、
農
民
同
盟
は
農
業
ゼ
ネ
ス
ト
に
す
が
る
。
：
：
：
ゼ
ネ
ス
ト
を
組
織
す
る
た
め
に
同
盟
は
都
市
労
働
者
と
の
交
流
に
入
る
。
」
「
農
民
同

盟
が
迫
害
を
う
け
る
ば
あ
い
は
、
大
会
は
租
税
支
払
の
拒
否
、
新
兵
差
出
の
拒
否
で
も
っ
て
こ
れ
に
対
処
す
る
よ
か
く
て
指
導
部
に
と
っ
て

は
、
事
態
は
全
面
的
反
乱
へ
と
、
武
装
蜂
起
へ
と
発
展
し
て
い
く
事
に
対
す
る
歯
止
め
を
失
っ
た
事
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
か
く
て
す
で
に

－
九
O
五
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
全
ロ
シ
ア
農
民
同
盟
は
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
指
導
部
に
と
っ
て
「
危
険
な
」
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
と

共
に
リ
ベ
ラ
ル
達
の
農
民
運
動
へ
の
影
響
力
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
見
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
盟
支
部
の
各
地
方
組
織
は
、
農
民
運

動
の
現
実
の
発
展
方
向
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
よ
り
大
き
く
、

p
ベ
ラ
ル
指
導
部
の
い
わ
ば
「
統
制
外
」
に
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
十
二

月
モ
ス
グ
ヲ
武
装
蜂
起
の
敗
北
後
、
ツ
ア

l
リ
政
府
に
よ
る
農
民
同
盟
の
組
織
破
壊
が
行
な
わ
れ
問
。
全
ロ
シ
ア
農
民
同
盟
は
最
終
的
に
は
こ

の
よ
う
な
い
わ
ば
「
外
的
な
」
力
で
も
っ
て
破
壊
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
同
盟
指
導
部
と
下
部
同
盟
員
大
衆
と
の
聞
の
戦
術
な
ど
に



関
す
る
諸
問
題
で
の
基
本
的
相
違
が
、
組
織
を
内
部
崩
壊
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
政
党
と
し
て
カ
デ
ッ
ト
が
よ
う
や
く
創
立
さ
れ
た
頃
、
党
が
そ
れ
に
依
拠
し
て
い
た
リ
ベ
ラ
ル
H

プ
ル
ジ
ョ
ア
的
イ
シ
テ
リ
ゲ
シ
ツ

ィ
ア
は
す
で
に
農
民
運
動
の
ヘ
グ
モ
ェ
ー
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
事
は
か
れ
ら
が
農
民
層
の
中
に
そ
の
存
立
の
基
盤
を
全
く
失
っ

た
と
い
う
事
で
は
な
い
。
全
ロ
シ
ア
農
民
同
盟
が
組
織
し
て
い
た
農
民
の
割
合
は
ま
だ
必
ず
し
も
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
第
一

次
ロ
シ
ア
革
命
の
さ
な
か
に
お
い
て
も
、
農
民
層
の
意
識
の
中
に
は
ツ
ア

l
p
に
対
す
る
幻
想
は
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
「
一

O
月
宣
言
」

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
る
事
が
日
程
に
の
ぼ
っ
た
「
立
法
」
国
会
が
大
衆
の
中
で
立
憲
的
幻
想
を
支
え
た
。
俊
民
層
の
中
で
は
殊
に
そ
う
で
あ
っ

た

。

正

に

農

民

の

こ

の

立

憲

的

幻

想

に

賭

け

る

こ

と

が

で

き

た

。

カ
デ
y
ト
は
農
民
運
動
の
ヘ
グ
モ
＝
ー
を
殆
ん
ど
失
い
か
け
て
い
た
が
、

一
九
O
六
年
早
々
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
一
国
会
選
挙
は
カ
デ
v
ト
に
と
り
好
機
で
あ
っ
た
。
カ
デ
ッ
ト
は
農
民
の
広
汎
な
支
持
を
受
け
る
で

あ
ろ
う
と
確
信
し
て
お
り
、
ス
ト
ル

l
グ
ェ
は
一
九
O
六
年
の
は
じ
め
に
「
国
会
内
の
農
民
は
カ
デ
y
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
ま
で
大
胆
な

確
信
を
述
べ
た
。

カ
デ
？
ト
の
選
挙
運
動
の
具
体
的
な
展
開
過
程
は
史
料
が
利
用
で
き
る
状
態
に
な
く
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
す
で
に
の
ベ

た
「
強
制
収
用
」
の
農
業
綱
領
は
一
九
O
五
年
一

O
月
一
二
日
か
ら
の
第
一
回
カ
デ
y
ト
党
大
会
と
翌
年
一
月
五
日
か
ら
の
第
二
回
党
大
会
で

そ
の
骨
子
が
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
、
第
一
国
会
選
挙
と
の
関
連
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

伺
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
の
農
民
運
動
（
一
九
O
七
年
J
一
九
一
四
年
）

一
九
O
五
年
お
よ
び
一
九
O
六
年
の
農
民
運
動
に
比
較
し
て
、

ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
の
実
施
期
の
農
民
運
動
に
は
ど
の
よ
う
な
特
質
が
み
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
ド
ゥ
プ
ロ
ア
ス
キ
ー
の
研
究
に
依
拠
す
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
運
動
の
量
的
な
面
で
は
（
第
五
表
）
が
示
さ
れ
る
。

こ
れ
は
（
第
一
表
）
と
比
較
し
う
る
よ
う
に
ド
ゥ
プ
ロ
ア
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
放
火
件
数
は
除
外
さ
れ
た
統
計
で
あ
る
。

一
九
O
七
年
は
六
月
迄
は
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
の
期
間
で
あ
り
、
そ
の
後
も
革
命
の
影
響
が
大
き
く
厳
密
に
は
ま
だ
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
と

は
言
え
な
い
。
一
九
O
九
年
よ
り
農
民
運
動
が
新
た
な
高
揚
期
に
入
り
、
一
九
一

O
年
に
は
そ
れ
は
こ
の
時
期
の
最
高
の
ピ

l
グ
に
達
す
る
o

－
九
一
一
年
は
飢
鐘
の
年
で
あ
り
、
前
年
の
高
水
準
が
維
持
さ
れ
る
。
一
九
一
二
年
以
後
は
農
民
運
動
は
減
少
す
る
。

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民
ハ
大
畑
）

一
一一一一



ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
良
民

件数

96 

263 

「
（第五夫）

年

1915 

1916 

C. M.且y6p0BCKHH. CTObIIIHHCKaH aeMeJibHaH peゆ0・

pMa, MoCKBa, 1963, CTp. 518. より作成

（
大
畑
）

{!l村における革命的えli!f!IJ数と土地私有を他定し
た経営数

年 ｜山村尚ける革命的運搬｜ 定土地し私た有経営を確数

1907 2477 48271 

1908 2007 508344 

1909 2420 579409 

1910 6261 342245 

1911 4522 145567 

1912 1791 122314 

1913 646 134554 

1914 178 97877 

1915 96 29851 

20398 2008432 

C.M.且y6poac1rnii.CTOJlbIIIHHCKaH aeMeJibHaH peゆ0・
pMa, MOCKBa, 1963, CTp. 532. 

一
一
四

ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
の
農
民
運
動
の

特
質
は
、

一
九
O
五
年
お
よ
び
一
九
O
六

数

507 

307 

128 

178 

〈第六表）

年
の
時
期
と
比
較
し
た
場
合
、
お
お
よ
そ

次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

ω
（
第
五

表
）
を
（
第
－
表
）
と
比
較
す
る
と
こ
の

時
期
の
農
民
運
動
は
一
九
－

O
年
を
ピ

1

グ
と
し
て
高
揚
期
を
迎
え
る
も
、
全
般
的

に
は
下
降
期
、
停
滞
期
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
し
か
し
こ
れ
は
一
つ
の
留
保
付
き
で

の
み
そ
う
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば

こ
の
時
期
に
最
も
特
徴
的
な
放
火
形
態
に

よ
る
農
民
運
動
を
考
躍
し
た
場
合
、
そ
れ

は
一
九
O
五
年
お
よ
び
一
九
O
六
年
と
は

異
な
っ
た
農
民
運
動
の
新
し
い
段
階
と
さ

一
九
一

O
年
お
よ
び
一
九
一
一
年
を
ピ

l
グ
と
し
て
運
動
が
分
布
し
て
い
る

が
そ
の
大
部
分
は
放
火
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
一

O
年
の
農
民
運
動
総
数
の
う
ち
約
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
五
一
八
四
件
は
地
主
に

対
す
る
、
あ
る
い
は
フ

l
ト
ル
農
民
に
対
す
る
放
火
が
占
め
て
い
於
o

こ
れ
は
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
が
反
革
命
が
勝
利
し
た
厳
し
い
反
動
期

で
あ
り
、
農
民
運
動
の
形
態
も
一
九

O
五
年
に
見
ら
れ
た
例
え
ば
地
主
所
領
の
破
壊
や
地
主
地
の
占
拠
の
よ
う
に
農
民
運
動
に
と
っ
て
は
支
払

う
べ
き
代
価
が
大
き
い
公
然
た
る
形
態
は
と
ら
ず
、
そ
れ
と
は
逆
の
放
火
と
い
う
形
態
に
移
行
し
た
も
の
で
あ
持
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の

牛
T，

an1

，
 

年

1911 

1912 

1913 

1914 

え
言
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
示
す
（
第
六
表
）
が
こ
れ
で
あ
る
。

数

1337 

855 

819 

928 

件
1
1
1一

！

1
1
1
1
1－
－

－

－

可’
o
o
n
u
n
u

n
U
A
U
n
U
Tム

Q
u
n
E
n
u
u
Q
U
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4
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4
4
4
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年



農
民
運
動
は
一
九
O
五
年
の
よ
う
な
積
極
的
、
攻
撃
型
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

伸

一

九

O
五
年
と
一
九

O
六
年
の
農
民
運
動
は
（
第
三
表
）
も
示
す
よ
う
に
対
地
主
闘
争
を
主
と
す
る
比
較
的
単
純
な
構
造
を
有
し
て
い

た
。
し
か
し
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
に
は
そ
の
形
態
は
種
々
で
あ
る
が
、
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
的
農
村
改
造
の
政
策
的
強
行
に
抵
抗
す
る
農
民
運
動

が
こ
れ
に
加
わ
る
。
そ
れ
は
オ
プ
シ
チ
ナ
の
破
壊
の
強
行
に
際
し
て
、
例
え
ば
オ
プ
シ
チ
ナ
離
脱
者
に
対
す
る
オ
プ
シ
チ
ナ
残
留
者
の
闘
争
、

フ
1
ト
ル
当
吋
O
℃
オ
ト
ル
プ
日
望
。
創
設
に
と
も
な
う
耕
地
整
理
作
業
に
対
す
る
妨
害
、
訴
訟
、
そ
れ
ら
の
葛
藤
の
極
点
に
ま
で
達
し
た
形

1907ー1913年におけるクラーク財産への放火

年｜黒土地mI非黒土地；g=13τ~ ra ア~I÷ ｜全口、ンγ
〈第七表〕

11 95 5 1908 

517 

4377 

1436 

211 

8 

2 209 

8 

144 

5 3 

1912 

1913 

6828 

C.M.且y6poac1rnil:.CTOJlhlllHHCK3H 3eMeJJbH3H pe中0・

pMa, Moc1rna, 1963, CTp. 551. 

（
第
六
表
）
で
は
農
民
運
動
の
年
次
別

分
布
と
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
の
成
果
を
示
す
フ

l
ト
ル
、
オ
ト
ル
プ
農
の
創
設
が
示
さ
れ

て
い
お
。
ド
ゥ
プ
ロ
ア
ス
キ
ー
も
オ
プ
シ
チ
ナ
の
破
壊
が
直
ち
に
そ
の
時
点
に
お
け
る
農

民
運
動
の
高
揚
に
結
び
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
は
い
る
が
、
オ
プ
シ
チ
ナ
の
破

態
と
し
て
警
察
や
軍
隊
と
の
衝
突
な
ど
が
あ
る
。

壊
と
フ

l
ト
ル
、
オ
ト
ル
プ
創
設
が
政
策
的
に
強
行
さ
れ
た
一
九

O
八
年
と
一
九

O
九
年

の
翌
年
か
ら
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
の
農
民
運
動
の
最
大
の
ピ

l
グ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

事
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
次
の
（
第
七
表
）
は
や
は
り
こ
の
点
に
つ
い
て
物
語
る
グ
一
ブ

ー
グ
財
産
へ
の
放
火
件
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
一
九
一

O
年
を
中
心
に
し
て
グ

ラ
l
グ
に
対
す
る
放
火
が
著
る
し
く
み
ら
れ
る
の
は
、
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
に
よ
っ
て
フ

ー
ト
ル
や
オ
ト
ル
プ
に
移
ら
ん
と
す
る
農
民
（
主
と
し
て
グ
ラ

l
グ
）
に
対
す
る
オ
プ
シ

チ
ナ
股
民
の
報
復
、
威
嚇
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
農
村
プ
ル
ジ

ョ
ア
ジ

l
に
対
す
る
農
村
プ
ロ
レ
ダ
リ
ア

l
ト
の
階
級
的
対
立
に
も
と
づ
く
農
民
運
動
の

一
形
態
と
み
な
す
よ
り
は
、
む
し
ろ
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
的
農
村
改
造
の
政
策
的
強
行
に
抵
抗

す
る
防
衛
的
な
農
民
運
動
、
抵
抗
運
動
の
一
形
態
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
同
会
と
民
民

（
大
畑
）

一
一
五

4 

。
色J

513 

4337 

1433 

438 

1384 

957 

30 

2993 

476 

65 

1909 

1910 

1911 

52 6778 3733 
．
 

r
I
 



ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
悶
会
と
良
民

（
大
畑
）

一
一
六

か
く
て
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
の
農
民
運
動
は
、
一
九

O
五
年
お
よ
び
一
九

O
六
年
に
お
け
る
そ
れ
に
比
較
し
て
量
的
に
増
加
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
減
少
し
た
の
か
と
い
う
問
題
よ
り
も
、
そ
の
い
わ
ば
構
造
的
特
質
に
お
い
て
相
違
し
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改

革
期
に
お
い
て
も
ド
ゥ
プ
ロ
ア
ス
キ
ー
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
量
的
に
は
減
少
し
た
と
は
言
え
、
対
地
主
闘
争
の
占
め
る
比
重
は
依
然
と
し

て
重
吋
Q

ま
た
ワ
シ
レ
ア
ス
キ
ー
の
主
張
す
る
よ
う
に
農
村
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
に
対
す
る
闘
争
も
新
た
な
意
義
を
も
っ
て
き
た
問
、
こ
の
時
期

の
股
民
運
動
は
レ

l
ニ
シ
の
言
う
「
二
つ
の
異
な
る
別
顧
の
社
会
戦
争
」
が
別
個
に
展
開
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み

あ
い
つ
つ
、
全
体
と
し
て
半
封
建
的
土
地
所
有
の
保
持
を
め
ざ
す
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
体
制
に
抵
抗
す
る
運
動
へ
と
向
か
う
傾
向
を
帯
び
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
農
民
の
政
治
意
識
に
お
け
る
変
化

前
節
ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
の
農
民
運
動
の
構
造
は
、
第
一
ロ
シ
ア
革
命
期
の
そ
れ
に
比
し
て

－
定
の
変
化
が
み
ら
れ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
シ
テ
リ
ゲ
シ
ツ
ィ
ア
が
全
ロ
シ
ア
農
民
同
盟
を
通
じ
て
、
農
民
運
動
の
ヘ
ゲ
モ
－
一

ー
を
握
ら
ん
と
し
た
一
九

O
五
年
の
夏
よ
り
秋
に
か
け
て
の
情
勢
に
比
較
す
れ
ば
そ
れ
は
か
な
り
著
る
し
い
変
化
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

の
よ
う
な
農
民
運
動
に
お
け
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
も
の
は
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
の
実
施
で
あ
っ
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ス
ト
ル

ィ
ピ
シ
改
革
期
の
農
民
運
動
は
、
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
時
代
の
政
治
過
程
、
改
革
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
農
村
の
社
会
・
経
済
的
変
化
に
照
応
し
て

展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
と
密
接
な
関
連
に
お
い
て
徐
々
に
進
行
し
た
農
民
の
政
治
意
識
の
変 ャ

、－

化
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
期
よ
り
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
に
い
た
る
農
民
運
動
に
お
け
る
変
化
に
は
、
農
民
の
政
治
意
識
に
お
け
る
変
化
が
看
過

で
き
ぬ
一
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
農
民
の
政
治
意
識
の
変
化
に
規
定
的
な
影
響
を
与
え
た
も
の
は
農
業
・
土
地
問

と
り
わ
け
国
会
で
農
業
問
題
が
専
ら
地
主
的
利
害
に
お
い
て
処

題
を
中
心
に
し
て
推
移
し
た
第
三
国
会
に
い
た
る
国
会
そ
れ
自
体
で
あ
っ
た
。

理
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
農
民
の
不
満
で
あ
っ
た
。



「
十
月
宣
言
」
に
よ
っ
て
そ
の
プ
ラ
シ
が
示
さ
れ
た
新
た
に
召
集
さ
れ
る
べ
き
「
立
法
」
国
会
は
、
そ
の
選
挙
法
が
示
す
よ
う
に
、

ー
ズ
ム
の
農
民
の
保
守
性
に
対
す
る
期
待
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
民
衆
運
動
が
要
求
し
て
い
た
普
通
・
平
等
・
直
接
・
秘
密
選
挙
か

ツ
ァ
リ

ら
は
程
遠
い
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
第
一
国
会
に
は
農
民
議
員
で
あ
る
ト
ル
ド
ヴ
ィ
キ
は
総
数
の
二
一
パ

l
セ
シ
ト
に
あ
た
る

一
O
二
名
を
擁
し
、
カ
デ
ヲ
ト
に
つ
ぐ
第
二
党
の
地
位
を
占
め
た
の
で
あ
っ
か
）
。
ま
た
同
じ
選
挙
法
で
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
第
二
国
会
は
、
こ

れ
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
社
会
民
主
党
、

エ
ス
エ
ル
な
ど
を
合
め
て
農
民
的
利
害
を
代
表
す
る
グ
ル
ー
プ
は
総
数
の
三
六
・
八
パ

i
セ
シ

ト
に
あ
た
る
一
八

O
名
に
達
し
カ
デ
ッ
ト
勢
力
を
よ
ま
わ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
会
に
股
民
は
土
地
問
題
解
決
の
期
待
を
か
け
た
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
は
「
カ
デ
ッ
ト
の
時
期
で
あ
り
、
立
憲
的
幻
想
の
時
期
で
あ
っ
た
よ
し
か
し
農
民
の
国
会
に
寄
せ
た
期
待
は
早
く
も

一
九
O
六
年
の
第
一
国
会
に
お
い
て
破
れ
る
の
で
あ
る
。
五
月
八
日
よ
り
国
会
で
は
土
地
問
題
の
審
議
が
は
じ
ま
り
、
第
二
国
会
と
と
も
に
こ

れ
ら
川
凶
会
は
殆
ん
ど
股
業
問
題
に
終
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
急
進
的
、
反
政
府
的
な
国
会
で
あ
っ
た
。
先
に
の
ベ
た
カ
デ
ッ
ト

の
「
凹
二
人
の
議
案
」
や
ト
ル
ド
ヴ
ィ
キ
の
「
一

O
四
人
の
法
案
」
が
提
出
さ
れ
た
。
政
府
は
こ
の
事
態
を
憂
慮
し
、
五
月
一
三
日
に
首
相
ゴ

レ
ム
ィ
キ
シ
国
国
自
〉
O
門

5
8
5
3宮
E
E
R
o
s
e－

E
5
は
「
土
地
強
制
収
用
を
容
認
せ
ず
」
と
戸
明
し
一
問
。
し
か
し
国
会
は
九
九
人

か
ら
な
る
成
業
問
題
委
員
会
を
六
月
六
日
に
発
足
さ
せ
、
農
業
問
題
に
本
格
的
に
取
組
む
姿
勢
を
示
し
、
ま
た
六
月
八
日
に
は
エ
ス
エ
ル
党
系

の
山
業
法
泉
も
提
出
さ
れ
わ
「
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
政
府
は
再
び
六
月
二

O
日
に
土
地
の
強
制
収
用
に
反
対
す
る
声
明
を
出
し
b
r
政
府

は
遂
に
反
政
府
的
な
こ
の
国
会
を
解
散
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
七
月
九
日
勅
命
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
な
っ
同
o

こ
の
よ
う
に
革
命
が
後
退
し
て

い
く
中
で
、
国
会
を
通
じ
て
農
業
問
題
が
農
民
的
利
害
を
満
足
さ
せ
る
形
で
解
決
さ
れ
る
可
能
性
は
一
ま
ず
挫
折
し
た
の
で
あ
っ
て
、
農
民
の

立
志
的
幻
想
に
賭
け
て
い
た
カ
デ
y
ト
に
と
っ
て
こ
れ
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
第
二
国
会
の
召
集
さ
れ
る
前
に
ス
ト
ル

ィ
ピ
シ
改
革
の
中
心
と
な
る
「
一
九
O
六
年
一
一
月
九
日
の
勅
令
」
が
出
さ
れ
、
国
会
の
動
向
と
は
別
個
に
地
主
的
利
害
に
も
と
づ
く
農
村
改
造

が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
同
年
五
月
に
地
主
階
級
の
事
実
上
の
政
党
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
連
合
貴
族
評
議
会
。

8
2

0
F
2
5
2問
。
『

o

h
回
O
℃
自

2
E
の
決
定
の
線
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
民
民

（
大
畑
）

一
一
じ



ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
民
民

（
大
畑
）

一
一
八

し
た
が
っ
て
一
九
O
七
年
二
月
二

O
日
に
開
会
さ
れ
た
第
二
国
会
は
、
そ
の
選
挙
結
果
自
体
が
農
民
の
立
憲
的
幻
想
の
消
滅
の
過
程
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
の
ベ
た
「
左
翼
諸
政
党
」
の
進
出
と
カ
デ
y
ト
の
地
位
お
よ
び
議
席
の
減
少
は
こ
れ
を
示
方
こ
の
国
会
で
も
農
業
・

土
地
問
題
が
中
心
的
位
置
を
占
め
る
が
、
黒
百
人
組
や
オ
グ
チ
ャ
プ
リ
ス
ト
は
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
路
線
に
同
調
し
、
例
え
ば
ボ
プ
リ
シ
ス
キ

l
〉
〉
刊
誌
内
陸
〉
〉

Z
n恒
国

h
吉田
E
回

0
8
5
n
E除
（

H

∞日
N
l
H
C
M
寸
）
は
こ
の
立
場
を
代
弁
し
お
r

し
か
し
カ
デ
y

ト
は
す
で
に
の
ベ
た
農
業
法

案
「
畠
庶
民
に
対
す
る
土
地
保
証
法
要
綱
平
案
」
を
、
さ
ら
に
ト
ル
ド
グ
ィ
キ
は
ス
ト
ル
ィ
ピ

γ
農
業
立
法
の
廃
止
を
め
ざ
し
、
対
案
と
し
て

「
土
地
法
基
本
条
例
」
を
提
案
し
た
q
か
く
て
国
会
農
業
委
員
会
付
属
特
別
小
委
員
会
は
、
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
農
業
法
の
立
法
化
に
反
対
し
、
「
即

時
審
議
し
て
否
決
す
る
」
ょ
う
国
会
に
提
案
し
市
勿
論
こ
れ
は
実
現
を
み
る
に
至
ら
ず
、
政
府
も
こ
の
よ
う
な
「
左
翼
的
」
国
会
に
お
い
て

は
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
に
関
す
る
勅
令
の
国
会
に
お
け
る
承
認
を
得
ら
れ
る
見
通
し
は
た
た
ず
、
六
月
三
日
の
「
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
・
グ
！
デ
グ

l
」
と
称
さ
れ
る
、
第
二
国
会
の
解
散
強
行
と
新
選
挙
法
の
公
布
と
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
法
に
よ
っ
て
第
三
国
会
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ

は
一
九
O
七
年
一
一
月
一
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
。
こ
の
国
会
の
議
員
構
成
で
は
、
カ
デ
y
ト
お
よ
び
反
政
府
諸
勢
力
の
激
減
が
特
徴
的
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
選
挙
法
の
変
更
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
会
で
も
農
民
議
員
が
、
実
質
的
に
は
土
地
固

有
化
を
要
求
す
る
「
四
二
人
の
法
案
」
八

ω
2
0
5ロ
宮
刊
誌
吋
b
i
M
V

を
提
出
し
た
が
、
葬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
一
月
一
六
日
、
首
相
ス
ト
ル

ィ
ピ
ン
口
市
叶
℃
〉
宮

2
5国民
4
0
8
E自
民
国
（
同
∞
∞
M
l
H
C
H
H
）
は
政
府
の
宣
言
を
も
っ
て
国
会
に
あ
ら
わ
れ
、
「
極
左
諸
党
に
よ
っ
て
つ
く
り

だ
さ
れ
た
破
壊
的
運
動
」
を
弾
圧
す
る
必
要
を
宣
言
し
、
国
会
の
政
府
へ
の
助
力
を
、

意
を
明
ら
か
に
し
対
。
一
九
O
九
年
二
月
一
三
日
、
第
三
国
会
の
議
員
三

O
七
名
が
ニ
ヨ
ラ
イ
二
世
に
引
見
さ
れ
た
。
「
国
会
は
す
み
や
か
に

新
土
地
法
を
採
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
強
制
収
用
に
か
ん
す
る
ど
ん
な
考
え
も
、

ま
た
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
農
業
法
の
承
認
を
希
望
す
る
と
の

こ
の
ば
あ
い
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
皇

帝
は
表
明
し
た
。
「
ツ
ア

l
り
の
言
葉
は
、
農
民
を
し
ょ
げ
さ
せ
た
」
と
「
フ
ラ
シ
グ
フ
ル
ト
新
聞
」
の
通
信
員
は
報
道
し
て
い
る
。
「
一
一
月

九
日
の
勅
令
」
の
審
議
は
一
九
O
八
年
一

O
月
一
五
日
か
ら
、
一
九
O
九
年
六
月
六
日
ま
で
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
承
認
が
な
さ
れ
て
の
ち
国

家
評
議
会
門

0
2督
官
司
自
民
間
忌

8
5
4
で
採
択
さ
れ
、

皇
帝
の
批
准
を
う
け
て
「
一
九
一

O
年
六
月
一
四
日
の
法
律
」

Aω
伊
問
。
出

E
5
0出
回



忌忌『－
V

と
し
て
補
訂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
国
会
自
体
が
農
民
の
立
憲
的
幻
想
を
徐
々
に
打
破
し
、

ま
た
国
会
に
よ
っ
て
平
和
的
に
土
地
を
入
手
で
き
る
と
主
張
し
た
カ
デ

y
ト
に
対
す
る
農
民
の
信
頼
を
失
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
次
の
事
か
ら
推
測
し
う
る
。

ω
国
会
宛
の
、
ま
た
国
会
議
員
の
特
定
グ
ル
ー
プ
宛
の
農
村
集
会
の
決
議
書
口
市
民
円

3
4

ロ国

2
5
な
ど
が
第
一
国
会
の
時
期
に
比
較
し
て
第
二
、
殊
に
第
三
国
会
の
時
期
に
は
著
る
し
く
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

リ
ヌ
ィ
チ
ェ
フ
＠
・
戸
ヌ

g
S向民
4
3
の
編
纂
し
た
史
料
集
に
よ
れ
ば
、
第
一
国
会
に
関
し
て
は
こ
れ
ら
は
一
一
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
国
民
詩
句
。
匂
o
h

県

訓
令

5
5臼

要
求
書

Jagss
手
紙カ

他
三
県
よ
り
計
七
通
の
も
の
が
集
録
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
国
会
に
関
し
て
は
シ
シ
ピ
ル
ス
グ
の

EGHH匂
2
県
の
他
三
県
よ
り
五
通
に
減
り
、

こ
の
事
は
や
は
り
偶
然
的
と
み
る
よ
り
は
、
国
会
に
対
す
る
農
民
の
期
待
、
幻
想
の
消

第
三
国
会
に
関
し
て
は
史
料
集
に
は
み
あ
た
ら
な
い
。

失
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

イ
エ
ル
サ
リ
ム
ス
キ
l
〉－

e・国
G
n
g
g向
円
民
国
障
の
研
究
に
よ
る
と
、
新
し
い
農
民
運
動
の
高
揚
期
で
あ
る
一
九
一

O
年
以
後
、
農
民
の

立
憲
的
幻
想
の
克
服
が
顕
著
な
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
内
務
省
の
質
問
に
対
す
る
県
知
事
や
県
憲
兵
役
所
長
官

E
5
5
5目

q
p百
円

5
5
民

gh名
5
5吋

O

百
吉
田
〉
自
国
同
の
報
告
書
の
中
で
農
民
の
政
治
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
事
に
よ
る
も
の

で
、
。
へ
テ
ル
プ
ル
グ
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
県
知
事
が
農
民
は
国
会
の
地
主
的
性
格
を
確
信
し
た
事
を
認
め
て
い
向
。

対
す
る
そ
れ
と
全
く
異
な
っ
た
第
三
国
会
へ
の
民
衆
の
対
応
が
示
さ
れ
て
い
か
）
O

(2) 

こ
こ
に
第
一
国
会
に

農
民
グ
ル
ー
プ
が
ミ
H
J

ユコ

l
フ
に
宛
て
た
次
の
手
紙
は
興
味
深
い
。
そ
れ
は
カ
デ
y

ト
に
対
す
る
農
民
の
失
望
の
意
を
表
明
す
る
も
の

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
あ
な
た
は
国
会
で
多
く
を
語
る
が
、
す
べ
て
は
農
民
に
と
っ
て
空
虚
な
言
葉
で
あ
る
。
：
：
：
農
民
に
と
っ
て
必

要
な
の
は
土
地
で
あ
っ
て
、
龍
舌
で
は
な
い
の
だ
。
第
三
国
会
や
第
四
国
会
の
す
べ
て
の
活
動
は
、
空
虚
な
、
机
上
の
仕
事
で
あ
っ
て
、
人
民

に
と
っ
て
は
こ
の
事
に
よ
っ
て
何
ら
の
軽
減
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
：
：
：
慈
悲
深
い
地
主
の
旦
那
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
あ
な
た
に
は
、
人
民
が
何

を
必
要
と
し
て
い
る
か
を
ご
存
じ
な
い
の
時
。
」
こ
の
よ
う
な
国
会
外
で
の
農
民
の
カ
デ
y
ト
へ
の
失
望
、
不
信
は
国
会
内
に
お
い
て
ト
ル
ド

(3) 

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民

（
大
畑
）

一
一
九



ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
段
民

ハ
大
畑
）

一二

O

ヴ
ィ
キ
な
ど
農
民
議
員
の
カ
デ
y
ト
へ
の
類
似
の
関
係
に
そ
の
投
影
を
見
い
だ
し
た
。
国
会
内
で
カ
デ
y
ト
は
農
民
議
員
か
ら
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ

る
信
用
を
失
つ
て
い
問
。

勿
論
紛
の
農
民
グ
ル
ー
プ
の
手
紙
が
示
し
て
い
る
よ
う
な
農
民
の
政
治
意
識
に
お
け
る
高
ま
り
を
す
べ
て
の
農
民
が
こ
の
時
期
に
共
有
し
た

と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
農
民
の
ツ
ア

l
p
へ
の
信
仰
は
な
お
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
一
一
年
が
「
農
奴
解
放
」
五

十
周
年
に
、
｝
九
一
二
年
が
「
祖
国
戦
争
」
百
周
年
に
、
一
九
一
三
年
が
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
三
百
年
記
念
祭
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
る
事
か
ら
、
こ
れ

ら
を
機
に
ツ
ア

l
F
・
マ
ユ
フ
ェ
ス
ト
が
出
さ
れ
て
農
民
に
土
地
分
与
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
噂
が
ひ
ろ
ま
り
、
こ
れ
が
一
九
一

O

年
以
降
の
州
国
民
運
動
の
契
機
の
一
っ
と
も
な
っ
て
い
る
事
が
こ
れ
を
示
し
て
い
お
r

し
か
し
農
民
の
国
会
に
対
す
る
幻
想
、
カ
デ

v
ト
へ
の
期

待
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
農
民
の
政
治
意
識
の
変
化
、
そ
し
て
深
部
に
お
い
て
そ
れ
と
係
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
農
民
運
動
の
徐
々
の
質
的
転
換
は
カ
デ
ッ

ト
指
導
部
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
一
九
O
九
年
一
一
月
カ
デ
y
ト
党
協
議
会
見
O
悶
官
官
話
回
国
に
際

し
て
、
報
告
書
の
予
審
の
時
ミ

H
ユコ

l
フ
は
「
カ
デ

v
ト
は
農
民
層
の
中
に
も
基
盤
を
も
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
認
め
、
将
来
そ
れ
を
確
保

す
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
希
望
を
表
明
し
た
。
こ
れ
と
全
く
同
じ
事
を
ク

i
ト
レ
ル
は
「
我
々
は
農
民
層
を
失
っ
た
」
と
表
現
し
た
。
ま
た
シ

シ
ガ
リ
ョ
フ
は
圏
内
旅
行
か
ら
え
た
印
象
を
ま
と
め
で
と
う
言
っ
た
。
「
農
民
層
の
組
織
化
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
が
、
今
は
そ
れ
は
果
さ
れ

て
い
な
い
」
見
。
こ
れ
ら
カ
デ
y
ト
の
第
一
級
の
指
導
者
達
の
悲
痛
と
も
言
え
る
言
葉
は
カ
デ
y
ト
の
農
業
政
策
の
変
化
の
要
因
と
し
て
、
ヵ

デ

v
ト
と
農
民
の
相
関
関
係
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
的
で
あ
る
。
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。
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後
の
研
究
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一
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五
六
年
の
書
物
で
訂
正
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た
も
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と
考
え
ら
れ
る
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（2
）
残
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一
九
O
五
年
と
一
九
O
六
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み
の
統
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な
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。
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地
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主
軸
に
闘
わ
れ
た
も
の
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規
定
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て
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ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
農
民
（
大
畑
〉

四

四
、
む

す

び

第
一
国
会
よ
り
第
三
国
会
ま
で
三
た
び
提
示
さ
れ
た
カ
デ
y
ト
農
業
政
策
の
変
化
の
動
因
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
ロ
シ
ア
の
主

要
な
プ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
に
特
有
な
体
質
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
史
料
も
必
ず
し
も
充
分
で
な
く
、

ま
た
問
題
も
よ
く
整
理
さ
れ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
考
え
方
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
O
五
年
に
創
立
さ
れ
た
カ
デ
ッ
ト
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
ロ
シ
ア
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
シ
テ
リ
ゲ
シ
ツ
ィ
ア
達
は
、
農
民
の
中
に
も
強
固

な
基
盤
を
も
ち
、
更
に
は
農
民
運
動
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
も
握
り
、
こ
れ
ら
を
パ
ネ
と
し
て
ツ
ア
リ

l
ズ
ム
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
君
主
制
へ
の
転
化
を

促
進
し
よ
う
と
志
向
し
た
。
一
九
O
六
年
に
お
け
る
国
会
開
設
は
そ
の
好
機
で
あ
り
、
ヵ
デ
y

ト
は
そ
の
農
業
綱
領
に
「
強
制
収
用
」
を
う
た

う
事
に
よ
り
、
農
民
層
の
支
持
を
得
て
国
会
で
大
き
な
影
響
力
を
行
便
し
よ
う
と
し
た
。
第
一
国
会
に
お
け
る
「
四
二
人
の
議
案
」
も
そ
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ヵ
デ
y
ト
は
平
和
的
、
合
法
的
に
、
つ
ま
り
国
会
を
通
じ
て
農
業
・
土
地
問
題
が
、
地
主
的
利
害
に
お
い
て
解
決
さ
れ

る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
革
命
の
後
退
と
更
に
続
く
敗
北
の
中
で
、
ヵ
デ

v
ト
路
線
は
崩
壊
し
た
。
一
九
O
五
年
秋
に
全
ロ
シ
ア
農
民
同
盟
が
内
部
崩
壊
し
た

こ
と
は
、
農
民
運
動
に
お
け
る
カ
デ
γ
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ェ

I
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
翌
年
農
業
・
土
地
問
題
の
解
決
の
め
ど
さ
え
全

く
た
た
ぬ
ま
ま
第
一
国
会
が
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
は
カ
デ
y
ト
の
農
業
・
土
地
問
題
解
決
の
方
式
が
農
民
に
は
説
得
力
を
失
う
こ
と
と

な
っ
た
。
第
二
国
会
の
経
過
は
こ
の
事
を
更
に
入
念
に
立
証
し
た
。

政
党
的
マ
ヌ

l
パ
ー
を
放
棄
す
る
か
否
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
。

か
く
て
国
会
活
動
に
最
大
の
重
点
を
置
い
て
い
た
カ
デ
y

ト
は
そ
の
中
間

カ
デ
y
ト
が
農
民
的
利
害
に
立
脚
し
た
と
し
て
も
（
そ
の
よ
う
な
仮
定
は
本
来
あ
り
得
な
い
が
）
そ
の
農
業
政
策
は
国
会
に
よ
る
農
業
問
題

の
解
決
を
志
向
す
る
限
り
、
農
民
層
へ
の
説
得
力
を
早
晩
失
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
第
二
国
会
以
来
地
主
的
利
害
を
あ
ら
わ
に
し

て
き
た
カ
デ
？
ト
の
農
業
政
策
は
、
こ
の
過
程
を
促
進
し
た
。
そ
し
て
こ
の
事
が
農
村
に
お
け
る
カ
デ
ヅ
ト
支
持
基
盤
を
掘
り
く
ず
し
、
カ
デ



？
ト
が
農
民
の
支
持
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
事
が
更
に
そ
の
「
強
制
収
用
」
法
案
を
空
洞
化
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

命
よ
り
ス
ト
ル
ィ
ピ
ジ
改
革
期
に
か
け
て
、
国
会
の
内
と
外
に
お
い
て
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
！
と
農
民
層
の
「
勢
力
の
同
盟
」 か

く
て
第
一
次
ロ
シ
ア
革

は
成
立
不
能
に
終
る

の
で
あ
る
。
ヵ
デ
γ
ト
に
と
っ
て
は
農
民
層
の
立
憲
的
幻
想
の
存
在
と
い
う
き
わ
め
て
有
利
な
条
件
も
活
か
せ
ず
、
農
民
の
政
治
意
識
に
も
徐

々
に
一
定
の
変
佑
が
み
ら
れ
、
そ
れ
が
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
の
農
民
運
動
に
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
的
農
村
改
造
路
線
に
抵
抗
す
る
反
体
制
運
動
と

し
て
の
性
格
を
強
め
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
ω

カ
デ
ッ
ト
党
員
は
、
ス
ト
ル

l
ヴ
ェ
な
ど
右
派
グ
ル
ー
プ
を
除
け
ば
、
党
と
大
衆
運
動
と
の
関
係
に
留
意
し
、
大
衆
運
動
の
存
在
お
よ
び
平

和
的
・
合
法
的
枠
内
で
の
そ
の
高
揚
は
む
し
ろ
こ
れ
を
利
用
す
べ
き
も
の
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
。
農
民
運
動
に
関
し
て
も
、
こ
れ
が
革
命
的

運
動
に
進
展
せ
ず
、
ヵ
デ
ッ
ト
の
希
望
す
る
路
線
に
引
き
入
れ
得
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
否
定
的
に
対
処
す
る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
カミ

し
ス
ト
ル
ィ
ピ
シ
改
革
期
に
お
る
農
民
運
動
は
、

農
民
の
立
憲
的
幻
想
が
克
服
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

も
は
や
全
く
カ
デ
ヅ
ト
の
統
制
外
に
放
た

れ

い
わ
ば
体
制
内
の
改
良
主
義
運
動
で
は
な
く
、
体
制
そ
の
も
の
と
自
ら
を
対
置
す
る
運
動
と
し
て
の
性
格
を
強
く
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
カ
デ
？
ト
の
農
業
政
策
の
一
定
の
変
化
と
、
農
民
層
の
存
在
形
態
お
よ
び
俊
民
運
動
と
の
関
連
を
考
察
す
る
と
き
、
遂
に
農

民
層
を
獲
得
し
え
ず
、
ま
た
流
動
す
る
情
勢
の
先
取
り
が
で
き
ず
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
成
果
を
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
た
め
に
確
保

で
き
な
い
ロ
シ
ア
の
プ
ル
ジ
詞
ア
ジ

l
の
特
質
の
一
一
聞
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
忠
わ
れ
る
。

ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革
期
に
お
け
る
国
会
と
民
民

（
大
畑
）

一
二
五



ГосУ,~арственная дУма и крестьянство в периоде 

столыппнской реформы 

--0 кадетской аграрной политике--

М. Оохата 

Государственная дУма в России была создана самодержавием под нати­

ском революции 1905-1907 годов в России. 

]Jентральнным вопросом в Государственной думе был аграрный. Партии 

и политические грУппы в Государственной дУме снова и снова представили 

свои аграрные законопроекты. В первой Государственной дУме (апрель­

июля 1906г.) r,адеты надеялись повести за свой крестьянство под флагом 

(принудительного отчуждения)> помещичьей земли. Но во второй Госуда­

рственной думе ( февраль-июня 1907г.) кадеты сильно Урезали свой агра­

рный проект, сведя до минимума элемент принудительного отчуждения 

земли за выкУп. И в третьей Государственной думе (ноябрь 1907г.-июня 

1912r.) кадетсrшй законопроект совпал, в принципе, с Указом 9 ноября 

1906г. Каrше силы заставили кадетов в это заметное изменение? Предла­

гаемая работа ставила своей целью рассматривать этот вопрос в связи с 

r,рестьянским движением в периоде столыпинс1юй реформы, 
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